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定住自立圏構想推進の流れ＜イメージ＞

中心市宣言中心市宣言中心市宣言中心市宣言

定住自立圏形成協定定住自立圏形成協定定住自立圏形成協定定住自立圏形成協定
締結締結締結締結

定住自立圏共生ビジョン定住自立圏共生ビジョン定住自立圏共生ビジョン定住自立圏共生ビジョン
策定策定策定策定

事業の実施事業の実施事業の実施事業の実施

事業の事業の事業の事業の
フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ

①中心市と関係市町村が１対１で
②「生活機能の強化」「結びつきやネットワークの強化」
「圏域マネジメント能力の強化」の観点から

③議会の議決を経て結ぶ協定。
※協定を締結するにあたっては、議会の議決案件とするための手続条

例を定める必要。

○定住自立圏共生ビジョンの策定・フォローアップ・変更を

行う懇談会（中心市が主催）。

※ビジョンの策定・フォローアップ・変更にあたって、有識者を構成員として

開催する懇談会。

①定住自立圏形成協定の実施計画。
②定住自立圏形成協定において規定された事項に基づき、関係市町村が
連携して推進していく具体的取組の内容を記載。
※ビジョンに記載する具体的取組について、主な項目は以下①～④のとおり。
①根拠とする定住自立圏形成協定②具体的内容③実施スケジュール

（④予算措置を伴うものについては、各年度の事業費の見込み・総事業費を記載）

※ビジョンの期間は５年間とし、毎年度所要の変更を行う。新しい分野を新しい分野を新しい分野を新しい分野を
実施する際は実施する際は実施する際は実施する際は
協定改正協定改正協定改正協定改正

地域全体のマネジメント等について中心的な役割を果たすことを宣言。

共生ビジョン懇談会共生ビジョン懇談会共生ビジョン懇談会共生ビジョン懇談会

○ビジョンに記載された事業を実施・検証。
○ビジョンの実施状況をフォローアップ。フォローアップの結果を踏まえて、
取組内容を深める。また、新たな分野での取組をする場合などは協定
の改正を検討。

協定を議決案件とする条例制定協定を議決案件とする条例制定協定を議決案件とする条例制定協定を議決案件とする条例制定
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上十三・十和田湖 広域定住自立圏について３３３３

■２市７町１村で定住自立圏構想を推進。

○共同中心市：十和田市・三沢市 （２市が共同で中心市）

○関係町村：野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、六ヶ所村、おいらせ町、小坂町

平成２４年１０月４日平成２４年１０月４日平成２４年１０月４日平成２４年１０月４日 定住自立圏形成協定定住自立圏形成協定定住自立圏形成協定定住自立圏形成協定 合同調印式合同調印式合同調印式合同調印式



＜複眼＆県境＆重複型＞で定住自立圏構想を推進

■１－■１－■１－■１－ これまでの青森県上十三地域の広域連携の経緯を踏まえ、十和田市と三沢市が共同でこれまでの青森県上十三地域の広域連携の経緯を踏まえ、十和田市と三沢市が共同でこれまでの青森県上十三地域の広域連携の経緯を踏まえ、十和田市と三沢市が共同でこれまでの青森県上十三地域の広域連携の経緯を踏まえ、十和田市と三沢市が共同で
中心市となり、定住自立圏構想を推進。中心市となり、定住自立圏構想を推進。中心市となり、定住自立圏構想を推進。中心市となり、定住自立圏構想を推進。

■２－■２－■２－■２－ 一方で、定住自立圏構想は県境を越えて連携を行うことも許容しており、秋田県一方で、定住自立圏構想は県境を越えて連携を行うことも許容しており、秋田県一方で、定住自立圏構想は県境を越えて連携を行うことも許容しており、秋田県一方で、定住自立圏構想は県境を越えて連携を行うことも許容しており、秋田県
小坂町は十和田湖を介して一定の地域的な繋がりを有することから、本圏域に参加。小坂町は十和田湖を介して一定の地域的な繋がりを有することから、本圏域に参加。小坂町は十和田湖を介して一定の地域的な繋がりを有することから、本圏域に参加。小坂町は十和田湖を介して一定の地域的な繋がりを有することから、本圏域に参加。

■３－■３－■３－■３－ 青森県おいらせ町も、三沢市との通勤通学割合が青森県おいらせ町も、三沢市との通勤通学割合が青森県おいらせ町も、三沢市との通勤通学割合が青森県おいらせ町も、三沢市との通勤通学割合が21212121％と客観的にも八戸圏域と％と客観的にも八戸圏域と％と客観的にも八戸圏域と％と客観的にも八戸圏域と
同等に地域的な繋がりが深く、同じ生活圏に属することから、本圏域に参加。同等に地域的な繋がりが深く、同じ生活圏に属することから、本圏域に参加。同等に地域的な繋がりが深く、同じ生活圏に属することから、本圏域に参加。同等に地域的な繋がりが深く、同じ生活圏に属することから、本圏域に参加。

■全国初の「トリプル型」 ＜複眼・県境・圏域重複型＞ ～定住自立圏構想の柔軟性をフル活用～
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（注）合併１市圏域型以外の
３つの類型全てをフル活用
⇒⇒⇒⇒ 全国初の「トリプル型」全国初の「トリプル型」全国初の「トリプル型」全国初の「トリプル型」
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■広大な圏域であることから、まずは十和田市
及び三沢市を共同中心市とした定住自立圏を
形成し、連携できる事項から順に取組んでいく
ことが重要。 【できることから着実に】
■平成２４年度（当初）に締結する「定住自立圏
形成協定」や「定住自立圏共生ビジョン」は 「
スタートライン」であり、今後共同中心市と関係
町村の連携・協力関係を深め、定住自立圏の
取組を発展させていく。

【連携メニュー検討の考え方】
■各町村の意向を尊重しつつ、各市町村にとっ
てメリットがあり、既存事業を含め、早期に実施
可能な取組から優先的に連携・協力していく。
■協議に時間を要する取組等については、継
続協議とし、必要に応じて追加協定や共生ビ
ジョンの見直しで対応する。

共同中心市宣言共同中心市宣言共同中心市宣言共同中心市宣言平成２４年３月２９日平成２４年３月２９日平成２４年３月２９日平成２４年３月２９日

平成２４年平成２４年平成２４年平成２４年10101010月月月月
定住自立圏形成協定定住自立圏形成協定定住自立圏形成協定定住自立圏形成協定
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平成２５年平成２５年平成２５年平成２５年
１月～３月１月～３月１月～３月１月～３月

今後の進め方 全体像について＜想定＞
１－平成24年2月22日 上十三地域広域市町村圏協議会 市町村長会議
２－平成24年3月29日 十和田市・三沢市共同中心市宣言式
３－平成24年7月27日 定住自立圏構想 関係市町村長会議
４－平成24年10月4日 上十三・十和田湖広域定住自立圏 形成協定合同調印式

スケジュール＜大まかな流れ＞ 基本的スタンス

定住自立圏形成協定締結定住自立圏形成協定締結定住自立圏形成協定締結定住自立圏形成協定締結
のための議決条例のための議決条例のための議決条例のための議決条例 制定制定制定制定
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共生ビジョン策定にむけて 今後の進め方
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１－年度末まで相当タイトなスケジュールとなる
共生ビジョン懇談会を２回程度開催を想定

２－第１回 共生ビジョン懇談会
①制度概要 ②共生ビジョン案の説明 等

３－第２回 共生ビジョン懇談会
①第１回懇談会の結果を踏まえて開催
②共生ビジョン案の最終的な確認。

ポ イ ン ト

パブリックコメント対応パブリックコメント対応

３月議会

Ｈ２５・２・６時点版想定
７７７７

共生ビジョン共生ビジョン共生ビジョン共生ビジョン
素案の作成素案の作成素案の作成素案の作成


